
いすピ自動車株式会社

電子制御式ディーゼル ・エンジン

通 称 名 車両型式 ヱンジン型式 適 用時期 出典 資 料

95. 5型ビッグホーソ サービス・ニュース(小ぬ256)
95. 5 J盟UBS也被修理.'H仇D050)

ビッグホーン KD-UBS69 4JG2-TC 1995. 5- 97)但 UBS~1î装修J!1!，占(ぬD 056)

95.5型4JG2ヱソジン修理円(No.E 097) 
95. 5 ~97型UBS電子制卸!îtMシステムr5思c}(ぬEI03} 

システムの概要

1) システム全般(図ー 1.2. 3) 

95. 5型車用4]G2-TCエンジンは，燃料供給装置に電下制御l噴射システムを採用し，大気圧センサを始め，

エンジン向転速度，吸気温度，冷却水1Ll度などの各センサからの信号を ECM(エレクトリック ・コント

ロール ・モジューjレ)で演算処理を行い，常にilえ適の燃料噴射1止とl噴射タイ ミングを制御することで，理氾!

的な燃焼を実現し，ディーゼjレ平の動力性能の向上及び黒煙を低減している。

また.'llI子制御1'J't射システムの媒用と問11寺に，エンジン各部の最適化とターボチャージャの改良により，排

気ガスのクリーン化及びドライパピリティの向上を図っている。
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パックアップ・エンジン
問伝センサ

電子ガパナ
CSPセンサ

ユーヱル・カット・
パルプ

タイミング・ピストン・ポジション・センサ

Npセンサ:ヱンジン回転センサ
CSPセンサ:コントローJI-.スリーブ・ポツション・センサ
TCV:タイミング・コントロー)1-.パルプ

TCV 
図-1 電子制御式ディーゼル ・エンジン
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a哩彊.

図-2 エンジン・コントロール・システム

入力

|耐圧 トー
|水温センサ

|酬温度開センサ ト-ー

|ブースト(MAP)・センサ ト一「エレク卜リツクコント同口-→Jルレ.

|怜同吸側気無制.温肌晶

|同同補脳正鮒鮒昆 ト→
|スロットルポジション トー
センサ(TPS)

|ヱ山回転M トー
|制センサ(VSS)

|ブレーキ・スイッチ トー
|アイドルスイ ッチ ト-ー
|エアコン・スイッチ トー→

|スタートスイッチ トー
|バックアップエンジン L 一
回転センサ J -

lQWSスイツチ

|地，水温スイ yチ トー
lmン…トン・ 」ー
ポジション・センサ(TPPS)J 

|コントロール・スリープ・ ト-ー
ポジション(CSP)・センサ

大気圧センサ

(ECMに内蔵J

出力 {制御)

|， i手話会?ントロール I(酬噴射附剛

|電子ガパナ I (酬噴射制御)

|フューエルカット刈プ附I(馴刺虫制御)

|A/Tコントローラ

|TODコントローラ

也日竺
Ivsv: EGR2 

I QWS') 1.--

戸ゴンジケータ

|グロープラグリレー
N0.1 

lc-プラグリレー

|自問断表示ランプ

|シリアルデータ

(E部制御}

(E印刷御)

(lIt坦システム制御)

(始動補助制御)

(始動繍助制御)

(始動補助制御)

(自己11;断}

図-3 ブロック ・ダイヤグラム
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2 構成部品の配置及び構造・機能

1) 構成部品の配置(図-4) 

〈構成部品の機能一覧〉

|持成部品

水!品センサ

燃料1品l立(TF)センサ

ブースト (MAP)・センサ

l段気1品(MAT)センサ

スロットル ・ポジショソ ・センサ
(TPS) 

エンジン回転センサ

人力
ll1速センサ

アイドル ・スイヅチ

エアコン ・スイッチ

バッグアップ ・エソジソ同転セソサ

タイミソグ ・ピストソ・ポジショソ ・
センサ(TPPS)

コントローlレ・スリープ ・ポジション
(CSP)・センサ

大気LEセンサ

演算部
ECM(ヱレクトリッグ ・コント 11ール
-モジューJレ)

タイ ミング ・コントロール ・パルプ
(TCV) 

電子ガバナ

VSV. EVRV 
llJブJ

QWS(怠速暖機システム)リレー

グロー ・インジケータ

グロー ・プラグ ・リレ-No，1 

グロー ・プラグ ・リレ-No，2 

電子ガパナ

CSPセンサ

図-4 構成部品の配置

構 造 機能

サーモ ・ハウジング部に取り付けられており，サーミスタを使mし，冷
却水温を検出している。

l!l't射ポンプ宅に取り 付けられており，サーミスタを使JfJし，燃料出m:を
検川している。

インレッ卜 ・ マニホーlレドに取り付けられており.半得体正力~予を(fE
m し ， 吸気fEを1tt~白号に変換する。

イソレット ・マニホーJレドに取り付けられており，サーミスタを{東川
し，吸気温度合検出している。

アクセjレ・ペダJレに取り 1・1・けられており，ポテンショ ・メータを使用
し，アグセlレ・ペダルの踏み込みi立を倹111している。

噴射ポンプに取り付けられており，パルス!dぢ-にてエンジン回転速度を
検UIしている。

スピードメータと共用で，スピードメータからのパルス信号にて.ll1;車
を検出している。

アクセjレON/OFFを検出している。

エアコンの作lf'VJ日号を検出している。

タイミング ・プーリ ・ハウジングに取り付けられており，パルスf，i号に
てエンジンの回転遮度をバックアップとして検出している。

噴射ポソプのタイミング ・ピス卜ソに取り付けられており，タイミング
-ピストンの位世を倹出している。

電子ガパナ1:fr11に取りH・けられており， 'Hrチガパナの回転角度を検出し
ている。

ECMに内威主れており，半滋体1王カ~子を使川 し大気陀を倹~U してい
る。|

各センサからの信号によりnli正な加味し. ~弘通な燃料噴射五t. 噴射時
WI.アイドル回転速度. EGR. QWSなどを制御する。

タイ ミング ・ピストンの高圧室D!Mと低圧室側間の燃料jIfl絡を開閉するパ
Jレプをデューティ制御することにより， 噴射時期を制御している。

ガバナ ・シャフトを回転させ，コントローJレ・スリーブをスライドさせ
て，燃料噴射i立を制御している。

VSV. EVRVの負圧により.EGRパルプのダイヤフラムを駆動し，
EGRi立を制御する。

QWSfF!&IJJfiリ レー

急速予然の作動状況をメータ・パネルのグ口一 ・インジケータ ・ランプ
にて表示する。

始動JTIグロー・プラグ通電用リレー

アフタ ・グロ-JT1グロー ・プラグ通電用リレー
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2) 構成部品の構造 ・機能

(1) 燃料噴射量制御

作センサの人力により，jfi:両の走行状態に適した燃料噴

射祉の制御を行う。

付) 燃料温度センサ(図-5) 

燃料の光満しているポソプ室に取り付・けられている。温

度検出部にサーミスタを使用し，温度変化を抵抗(1立変化

にi泣き換えてECMに伝達している。

加)吸気温(MAT)センサ(図-6) 

MATセンサは，イソレッ ト・マニホールドに取り付け

られている。{温度検出部にサーミスタを使用し，ilill.度変

化合抵抗変化に舵さ換えてECMに伝述している。

ω ブース ト(MAP)・センサ(図-6) 

MAPセソサは，インレッ 卜.--.<ニホーlレドに取り付け

られている。マニホールド・プレッシャが低いときには

低い屯川を ， プレッシャか f~1î いときには向い屯LEを

ECMに送る。

仁) 電子ガパナ(図ー7)

ロータは，ガバナ ・シャフトに取り付けられ，シャフ 卜

先端はシャフトに対して偏心したボーJレを介してコン ト

ロール ・スリーブとかみ合っている。 ECMからの制御

m慌によってコイルに発生する電磁力で，そのm流に比

例した角度分Uータを回転させることにより，プfパナ ・

シャフ 卜先制のボールでコントロール ・スリープをスラ

イドさせて燃料l噴射註をコン トロールしている。

休) エンジン回転センサ(図-8) 

フィード ・ポンプの後ろに取り付けられている。センサ

の永久磁石及び鉄心によって発生している磁点を，エン

ジン回転速度に合わせ回転するセソシング ・ギヤ ・プ

レートの突起部か断続すると，コイルに交流電流か先生

する。これをECMに伝達し，パルス信号に変換してい

る。

10 -

大

護

低 4一一 温 度 ('C) 一一-a;
図-5 燃料温度センサの抵抗特性

図-6 吸気温センサ及びブースト・センサ

コントロール ・スリープa

図-7 電子ガパナ

センシング・ギヤ・プレート

図-8 エンジン回転センサ



--
(へ) スロットル・ ポジション ・センサ(TPS)(図-9) 

アクセル ・ペダjレに取り付け，ポテンショ ・メータ機構

でアクセルの踏み込みiil:を検出している。

(ト) アイドル・ スイッチ(図-9) 

アクセjレ・ペダルのON/OFFを検山している。

(対 パックアップ・エンジン回転センサ(図-10)

タイミング ・プーリ ・ハウジングに取り付けられている。

エンジンの回転によって，カムシャフト ・プーリに設け

たりブが，セソサの氷久磁石と鉄心によって発生してい

る磁束を断続すると，セソサのコイ jレに交流電流が発生

する。これをECMに伝述し，パJレス信号に変換する。

このセンサは，エンジン回転セソサのバッグアップとし

て使)jjする。

(リ) 車速センサ

rtI速セソサは，スピードメータと共用で，スピードメー

タから信サを受けている。スピードメータ ・ドリブソ ・

ギヤ i向転で 4パルス発生し I 637 rpmで60km/hを示

す。

(ヌ) コントロール・スリ ーブ ・ポジション(CSp)・セン

サ(図ー11)

電チガノサ"上部に取り付けられており，実際のガバナ ・

シャフ卜の向転角度を検出してECMにフィードパック

し，よ り正確な燃料l噴射量の制御を行う。

- II -

スロットルポジション・センサ(TPS)

図-9 スロットル・ ポジション・センサ及び

アイドル・スイ'"チ

図-10 1¥"，クアップ ・エンジン回転センサ

コントロール・スリーブ・ポジション・センサ

図ー11 コントローJt，.・スリープ・ポジション・センサ



。ゆ ECM(エレクトリ ック・コントロール・モジュール)(図ー12)

各センサの入)Jにより車両の走行状態に適した燃料噴射祉の制御を行う。

|水温センサ ←一也竺

|燃料温度センサ トー

| ト一→|ヱレクトリγ刊沙…クグη.ココ一ン
プ-スト{側:t"AP ト一一-叫'叶1 I ~ I モジュール
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始動時i骨量制御 最大館料噴射量事IJ御 燃料円前射震の特性

図-12 エレクトリック・コントロール・モジュール

(2) 燃料噴射時期制御

各センサの入)Jにより，車両状態に適したインジェクション ・タイミングの制御を行っている。

(イ) エンジン回転センサ

フィード ・ポンプの後ろに取り付けられており，センサの永久磁石及び鉄心によって発生している磁東を，

エンジン凶転速度に合わせて回転するセソシング ・ギヤ ・プレートの突起部が断続すると，コイ jレに交流電

流が発生する。これをECMに伝達してパルス信号に変換する。

(口) タイミンゲ・コントロール・パルプ(TCV)(図ー 13)

TCVは，ソレノイド ・バルブを使用し，油圧タイマに

取り付けられている。 ECMによりデューティ制御され

た屯流で，パルプの閥時間を増減して高圧室側の油圧を

コソトローjレし，タイマ ・スプリングとのバランスによ

ってタ イマ ・ピストンを動かし，噴射H寺期を制御してい

る。

図-13 タイミング・コントロール・パルプ

一12



-E‘E園陸ヨ・・

ω タイミンゲ ・ピス トン・ポジション・センサ(TPPS)(図ー14)

タイマ ・ピストンに取り付けられたセンサ ・ロッドが，磁化されたコイルの聞を動くことにより電圧が変化

する。タイ ミソグ ・ピストン ・ポジション ・セソサは，タイマ ・ピストンの位置を常に監視し，この動きを

電圧に置き換えてECMにフィードパックする。これにより正確なl噴射時期の制御を行っている。

TPPS出力
(V) / 

タイマ巡角{附n)

出力特性

図-14 タイミング・ピストン ・ポジション・センサ

(斗 エレクトリ ック・コン トロール・ モジュール(ECM)(図-15)

各センサの入力により卓両の走行状態に適した燃料噴射時期の制御を行っている。

|IHII..lM. トー

|エンジン回転センサ トー

|水渇センサ トー→

|叩ω トー

|タイミング・ピス トン
ポジション・センサ

エレクトリ ック・

コントロール・

モジュール

←ー--1タイミング・コントロール・|
lパルプ 1 

図ー15 エレクトリヴク・コン トロール ・モジュール
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(3) 排気ガス再循環装置(EGR)(図ー16)

排出ガス中の窒紫酸化物(NOx)の減少を図るためにEGRシステムを操加している。

EGRとは，エキゾース卜 ・ガス ・リサーキュレイショソの略で，排出ガスを再度イ ソテーク ・マニホーlレ

ドにiきり，吸入空気中の殴MfJ:を減らすことで燃焼温度を下げ.!:Jj:山ガス'1'のNOxを減らすものである。

EGRのiii:は，エンジン回転i樹立とアクセJレIml変，水1品によってECMが演すr.し決定する。

EGRパルプ
(2個使用)

ECRパイプ

エキゾースト・マ二ホールド

申・吸入空気

崎 排気ガス

ECM 

図ー16排気ガス再循環装置

(イ) ECM(エレクトリ ック・コン トロール・ モジュール)

スロットル ・ポジショソ ・セソサ，エンジソ回転セソサ及びノ対抗センサからの信号をもとにEGRパルプを

作動させる。

(叫 EGRパルプ(図ー17)

エキゾースト ・マニホールドから送られてさた排気ガスをイソテーク・マニホーlレドに入れるパjレブである。

イソテーク ・マニホールドの側面にアグプタを介して取り付けられている。ダイヤフラムに作川する負任は，

VSV(バキューム ・スイッチング ・パjレブ)及びEVRV(エレクト リック ・バキューム ・レギュレーテ fソグ

.パルプ)により作用する。

EGRパルプVSVJfI EGRパルプEVRV用

EGR7ダプタ

Cコ
バキューム

EGRパイプ取り付It邸

EGRパルプ取り付It錦

パルプロ
払
/

/
ECRアダプタ取り付け~

俳気入口

インテーク・マニホールド取り付け部

図ー17 EGRパルプ
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川 バキューム ・スイッチンゲ ・)¥)1.-プ(VSV)(図-18)

EGRバjレプに作用する負圧を ECMからの信号に基-づき ON-OFF制御を行っている。 通常は大気|期政で

通電i時に噂Jiuしている。

エンジン ・ルーム左前万に取り 付けられている。

ECRパルプへ
大気フィルタ

(鳳色}

(矢1ll.A) 

図ー18 バキューム・スイッチンゲ・パルプ

(斗 エレクトリ ック ・バキューム・レギュレーティンゲ・パルプ(EVRV)(図ー 19)

通篭時;辺三制湯治

EGR作動範凶でECMからのデューティ借り-に基づき作動する。 内部のダイ ヤフラムに掛かる.f{圧と大気

圧とで平衡を保弘 EGRバJレプの|別肢を保持している。平衡がくずれると EVRVへの電流を変化させ，再

度平衡を保つようにコソトロールしている。

9<:視A

バキューム・ポンプへ

ECRパルプへ 大気フィルタ

矢機A

ECRパルプヘ バキューム・ポンプから

大気

図-19 エレク トリ ''lク ・バキューム・レギュレーティンゲ・パルプ
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(4) 急速予熱システム(図-20)

急速予熱システムは， そのときのエンジン水慌により急速予熱時制を制御することで優れた始動性を確保し

ている。また，始動後のアフタ ・ グlJーにより胎動l立後のエンジン騒音を減少させるとJ~tこ，吹き上がり性

能も向上させている。

エンジン始動時はエンジン水温により，ある時間急速予熱を行い，エンジン始動後はアフタ ・グロー ・タイ

マが作動し，ドロッピソグ ・レジスタを介してグロー ・プラグに市流か流れ，アフタ ・グローか作動するシ

ステムである。よってシステム構成部品は，グロー ・プラグI ECMの他にドロッピング ・レジスタ，水温

センサ， .!II速センサ，インジケータ ・ランプから成り立っている。

グロー ・プラグには自己混度飽和特性があり，急速予熱時聞が長くてもグロー ・プラグ自身で抵抗値を増加

し，供給屯流を急激に低 Fさせてプラグの温度上昇を抑え，設定温度に飽和させていく。

スタ-~・1イッチ

図-20

付) ゲロー・プラゲ(図ー21)

向己首ll度飽和特性をもったグロー ・プラグを採用している。

ヒー ト・コイjレは抵抗溢度係数の異なった 2極類のコイlレ

材を凶:列に接続している。これらのコイルは機能上ラッシ

ュ・コイjレ，ブレーキ ・コイ jレとu:Jl.ばれ，さや先端にラッ

シュ ・コイル，後ろ側にブレーキ・コイルが配列されてい

る。

下熱開始時は，まず，ラッシュ ・コイlレ側で赤熱して急速

子熱の機能を果たす。この急速予熱状態が続くと，必要以

一ー

道鉛メッキ処理{貨色)

さ
』 匝削巴、(?~、ユノソA

g;gg~1 ! 
ラγシュ1コイ

図-21 ゲロー ・プラゲ

上に昇温してコイ jレは断線してしまうが，抵抗温度係数の大きいブレーキ ・コイルが温度の上昇と共に抵抗

値を増加し，供給電源を急激に低下させプラグの温度上昇を抑え，設定淑度に飽和させる。この間，さやは

(ロ)

先端側から赤熱し，時間と共に赤熱が後方に広がり飽和I時

にはさや全体が赤熱する。

ドロ・γピンゲ ・レジスタ(図-22)

リレーとグロー ・プラグの問の回路に設けられ， アフタ ・

グu一時にグローに作用する屯圧を下ける。ボデー右側の

フロン卜 ・パンパ裏側のパネルに回定されている。

16 -

図-22 ドロッピンゲ・レジスタ



a盟理.

(5) 急速暖機システム(QWS)(図ー23)

急速暖機システムは，排気を絞りファース卜 ・アイドルで燃料噴射f訟を増企することにより燃焼時の熱詐量

を増やし，エンジンの暖機1時間を短くする働きかある。

暖機システムは， I援機スイッチがON，エンジン水温80"C以下で大気温が15"C以下のとき作動する。また，

アクセJレ1m度50%以上，エンジソ向転1750rpm以上では暖機システム ・リレーはOFFしシステムは作動し

ない。

水温水力CDキャンセル

〈マニュアル ・トランスミッション車〉

アイドリング回転速度

無負向エンジン回転速度

アクセJレ1m度
解シ
除ス

冷却液温度 条テ

大気純度
件ム

セラミγ0・
ヒ-9'リレー

一ー

セラミック・ヒータ

エアコン・コンプレッサ

チャージ・リレー

図-23 急速暖機システム

暖機スイッチON……900rpm
阪機スイッチOFF......72Drpm

1750rpm以上
チポ解シ

50%以上 ェイ除ス、ノ
80t:以七 ツト テ

ク ・ ム
15t:以上

〈オートマチ'"ク・トランスミ '"ション車(寒地仕様のみ))

アイドリング回転速度
l既機スイ ッチON・回目白・・ 900rpm(Nレンジ)
|援機スイッチOFF......800 rpm (Nレンジ)

無白州エンジン{叫転速度 1750rpm以上
チポ解シ解シ

アクセJレ附度 除ス 50%以上 ェイ除、ス

条テ
、ノ

冷却液温度 80'C以上 ツト テ

件ム グ ・ ム
大気温度 15'C以上

一17ー

2000 rpm以上

60%以上

80'C以上

15t以上

20001'pm以上

60%以上

80'C以上

15t以上

一



(イ) エキゾースト ・スロット)1.-(図-24)

排気側を絞るパlレブでサイレソサとエキゾース ト・パイプの問に設けられている。

全開

右
。吋
左

前

図-24 ヱキゾースト・ スロ ット)J...

(ロ) バキューム・スイッチンゲ ・パルプ(図-25)

エキゾースト ・スロッ トルに負圧を作川させるパルプで

ある。 通常は大気開放で通屯時に導通し負庄が作用する。

(1¥) ディレイ ・バルブ(図ー26)

ヱキゾースト ・スロットルとバキューム ・スイッチング

・パlレブのIHJに設けられている。パルプはオリフィスに

なっており，負圧を徐々に作用させエキゾースト ・スロ

ットjレか忽激に作動しないようにしている。

(ニ) 暖機システム ・リ レー

ECMからのアクセJレl制度50%の信号でON'OFFする。

エンジン ・ルーム内のリレー ・ボックスに設けられてい

る。

(ホ) 暖機スイ・yチ(図ー27)

l援機システムを作動させるスイッチである。スイッチを

押すと ONし，イ ンジケータ ・ランプか点灯する。 水蹴，

大気温などの条件によりシステムが作動していない場合

は，限-機スイッチが押されている状態であってもインジ

ケータ ・ラソプは点灯しない。

- 18 -
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J
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ス
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a
'1
S
1
1e
A
門

スゾキヱタクネコ

緑色

図-25 バキューム ・スイ ッチング ・パルプ

図-26 ディ レイ ・パルプ

I!IJlスイ ッチ

図-27 暖機スイ''/チ



3 基本点検

匡記アイドリング回転速度は， ECMの制御n標値に自動的に調整されるため，調整不要であり子動調整できない。

1) バッテりの点検

市!ぞ及び比重を点検する。

基準電圧10.5~ 14.5V 比重1.25~ 1. 29 (液温20.C)

2) 噴射時期の点検

インジェクショソ ・ポンプの噴射時期がI TDC 0。で

カム ・リフトf.l0.5::1::0. 02nul1にあることを雌認する。

〈点検方法〉

①節 lシリンダを圧縮上死点にする。

②インジェグショソ ・ポンプのデストリビュータ ・ヘッド

-プラグを取 り外す。

③ワックス ・コーjレド ・スター 卜・ デバイスをドライパな

どでキャンセルさせておく。

@ リフト註が 1mmになるように，ダイヤjレ・ゲージを取り

付ける(図-28)。

⑤クランクシャフ 卜・ダソパ ・プーリの上死点マークをポ

イソタから上死点前45。程度の位置にする。

⑤ダイヤル ・ゲージをo(ゼロ)位lLtにセッ トする。

⑦クランクシャフトを左右に少し回転させ，指針が“ 0"で

安定していることを確認する。

③クラソクシャフ トを正規回転万|句に回し，上死点位置で

のメジャリング ・デバイスの指示を読む(図-29)。

基準値 0.5::1:0.020101 

3) アイド リンゲ回転速度の点検

・エンジンは十分に|度機して安定した状態にあること。

図-28 ダイヤル・ ゲージの取り付け

図-29 噴射時期の点検

・アイド リング回転速度は下記表の他になっていることを舵認する。

N 720rpm 

ル1/T 八/CON 800rpm 

QWS 9001・pm

P.N.D 8001・pm

A./T A/C ON 850rpm 

QWS 9001・pm

匡罰約3分間アイドル附後，指示が安定したところで測定する。

- 19 -
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4 自己診断システムの表示方法

ダイアグノスティック(自己診断)は. 9個のセンサ回路について20項目のダイアグ ・コード(自己診断)をも

っており.ECMのメモリに記憶されている。各センサに異常があれば，メータ ・パネル内のチェック ・エ

ンジソ ・ランプを点灯(常灯)させ，ドライパに異常を知らせる(ユーザ・モード表示)と共に，ダイアグ ・

コードをメモリに記憶し，コードによってはパックアップ動作により車両の走行性を確保している。

チェック ・エンジン ・ランプは故障が解消すると消灯するが，ダイアグ ・コードは故障が解消しても ECM

内に記憶されており，メモリ ・クリアをしない限り記憶している。

1) ダイアゲ ・コー ドの点検

(1) ダイアゲ・コードの表示方法及び表示箇所(図ー30，31) 

メモリされているダイアグ ・コードは， ALDL(アッセンブリ ・ライン ・ダイアグノスティック ・リンク)

コネクタのぬ4(アース)とぬ6の端子をリード線などでショー卜させることによって確認できる。

ALDLコネクタをショートさせると. ECMがメータ ・パネル内のチェック ・エンジン ・ラソプを点滅させ

てダイアグ ・コードを表示する。

ALDLコネクタは運転席左のアンダ ・カバー裏の奥の位置にある。

直IDALDLコネクタには，電源ラインもきているため， リード線でのショー卜は注意して行うこと。(車両側の

ECMを破損させる場合がある。)

"C時 CK印GII¥E"ランプ

図-30 チェ ・γク・エンジン・ランプ

AlDLコネクタ(鳳色}

ALDLコネクタ

図-31 自己診断コネクタ
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ダイアゲ ・コードの読み取り (図ー32)

メモリされているダイアグ ・コードを表示させるためには，

(2) 

エンジン停止中に行う必要がある。

イグニション ・スイッチを ONにするとディーラ ・

モードに切り替わり，正常のときはコード“01"を表示し，異常があるときは故障コードを 3回ずつ表示する。

}
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ス一

ALDLコネクタのNO.4とNo.6の端子をショートさせ，

日二
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正常コード "01"蜜示
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nu w
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ンヨ.
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+|」一

灯

灯

れ

点

消

a

32 

10 20 1 2 3 

山1-[旧1
0.4 0.4 0.4 1.2 0.4 0.4 0.4 0.4 0.4 

1サイクル
表示

スタート

コード η3"表示例

3.2 

'23 

故陣コ一ド 1 故鱒コ一ド

ュι日消1ιυ44同 12

ダイアグ ・コードの読み取り図-32

ランプ・チェック機能(図ー33)

チェック ・エンジン ・ランプは，

(3) 

M/T車は 2回，

凶，~灼寸ーるが，

異常がないことをチェックできるように行-っている。ランプが最初から点灯したり，消灯したままのときは，

チェック ・エンジン ・ランプ駆動回路に異常があると判断できる。電子制御噴射システムの異常を検出して

いなければラソプ ・チェック後からチェック ・エンジン ・ランプは消灯する。

A/T車は l

ECMのチェッグ ・エンジン ・ランプ駆動回路に

イグニション ・スイッチをONにしたとき，

これは単なるランプ ・チェックではなく，

ランプ・チェック(通常時)

一

見

ン

N

一

別

ヨ
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r
i
-
-
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r
4
l
シ
チ
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ニ

ッ

灯

灯
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点
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ス

A/T. 

::J11 
-bナは計

M/T. 

ランプ ・チェック機能
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2) ダイアゲ ・コード一覧

コード 診断項円 診断内容 点検内科

01 全攻口 JE'Is 

11 事速セソサ回路 走行中の市i:s信号の断線，ショー卜を倹 ①ワイヤ ・ハーネス及びコネグタ接触不
出したとき表示 良心l1j率センサ信号系統)
(停車中の断線，ショートは倹111不uf) ②車速センサ

@ECM 

13 アイドJレ・スイッチ アイドJレ・スイッチのGNDショート又 ①ワイヤ ・ハーネス及びコネクタ媛触不
はTPSアイドjレ時にアイドlレ・スイッ 良(アイドル・スイッチ， スロットjレ
チ住民線を検出したとき表示 . ~ジショソ ・ セソサ信号系)

②アイドル ・スイヴチ文はスロットル ・
ポジショソ ・センサ

@ECM 

14 水鼠セソサ回路 水1保信号の断線，ショートを検:11したと ①ワイヤ ・ハーネス及ひコネグタt妥触不
き表示 l通(水IRセンサ信号系統)

②水i品セソt)"
@ECM 

15 燃料品t皮(TF)センサ回路 燃料品j交信号の断線，ショー卜を検出し ①ツイヤ ・ハーネス及びコネクグ後触不
たとき表示 I込(燃料鼠J3tセンサ白け系統)

②燃料品，;u度センサ(，~射ポンプに内蔵)
③ECM 

21 スロットJレ・ポジション ・ スロットル ・ポジション ・センサ信号の ① ワ 村 一 及 … タ醐 不|
センサ(TPS)四% 断線， ショートを検出したとき表示 良(TPS(，';号系統)

②スυットル ・ポジシ司ン ・センサ(ア
グセル ・ペダルに取り付け)

@ECM 

22 タイミング ・コント IJ-)レ タイミング ・コント IJーJレ・パルプc号 ①ワイヤ ・ハーネス及ひ.コネグタJ幼虫不
-パルプ(TCV)回路 の断線，ショートを倹出，又はTCVの 良(タイミング ・コソトロール ・パル

d'<りのときに友示 ブ日勾-系統)
②タイミソグ ・コントロール ・パルプ，

タイミング ・ピストン ・ポジシ 1ン・
セソサQ!Lt射ポンプに内蔵)

@ECM 

23 吸気tlii(MAT)センサlul路 吸気組センサ信号の断線，ショートを検 ①ワイヤ ・ハーネス及ひ.コネクタm触不
1+1したとき表示 良(吸気温センサL日系統)

②吸気温センサ
③ECM 

24 ブースト (MAP)・センサ ブース卜 ・センサ信号の断線，ショー卜 ①ソイヤ ・ハーネス及ひコネクタ後触不
10J路 を検出したとき表示 J込(ソースト ・センサ信号系統)

①ブースト ・セソサ
①ECM 

25 術11ミ抵抗 話fliE!Jt抗日勾の断線， ショー トを検出し ①ワイヤ ・ハーネス及びコネグタ後免k不
たとき表示 1~ (f，lilE択抗信号・系統)

@~llì正低抗(噴射ポンプに取り 1・j け)
③ECM 

26 大気圧センサ阿路 ECMに内政の大気圧セソサの穴(iI';を検 ①ECM 
:Hしたときョ提示

27 ツューエjレ・カット ・パJレ ツューエJレ・カット・パルプのショー 卜 ①ワイヤ ・ハーネス及びつネクタ俊触不
ブ(FCV)回路 を検出したとき表示 良(フューエJレ・カット ・バルブ系)

@フューエル ・カット ・バルブ(噴射ポ
ンブに内政)

①ECM 

31 1U下ガバナや|路 ゾ7バナのJ\!:'~・，ハーネスのショー卜，断 ①ワイヤ ・ハーネス及びコネクク般免lt不
線合検出したとき友示 良(ガパナ{パ号系統)

②11U-ガパナ又はコントロール ・スリー
ブ ・ ポジション ・ セソサ(l~射ポンプ
{こ，);)鋭)

@ECM 

- 22 -
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コード 診断 !Jin 診断内容 点検内容

32 タイミング ・ピストン ・ポ タイミング ・ピストン ・ポジショソ ・セ ①ワイヤ ・ハーネス及びコネクク接触不
ジショソ ・セソサ ソサの呉TFi 良(タイマ信号系統)
(TPPS)回路 ハーネスのショート，断斜lを検出したと @タイミソグ ・コン トロール ・パルプ文

さ表示 lよタイミング ・ピストン ・ポジション
- センサ(I~白井|ポソプに内紘)

③ECM 

33 TPS学符エラー ス11ッ卜lレ・ポジション ・センサの異常 ①ワイヤ ・ハーネス及びコネグタ燦触不
出力を検出したとき炎示 良(スロット Jレ・ポジション ・セソサ

信号系統)
@アグセル ・ペダルj取り付けスロットル

-ポジショソ ・センサ，アイドル ・ス
イッチ

Q)ECM 

34 コント nール ・スリープ ・ コントロール ・スリーブ ・ポジション ・ ①ワイヤ ・ハーネス及びコネクタ接触不
ポジション (CSP)・セン センサの異常，ハーネスのショー卜，断 良(ガバナ1百η系統)
サ回路 料iを検出したとき表示 ②m子ヌfパナ〉くはコントローJレ・スリー

ブ ・ポジショソ ・センサ(I!(t射ポンプ
lこ|付i表)

①ECM 

41 エンジン向転セソサ同路 エンジン回転センサの異常，ハーネスの ①ワイヤ ・ハーネス及ひコネクタ峻触不
ショート，断線を検出したとき表示 良(エンジン回転センサ信号系統)

②ヱンジソ|口l転センサ(1噴射ポソプにI以
り付け)

①ECM 
@パックアップ ・エンジン回転セソサ

42 パックアップ ・エンジンlrol バッグアップ ・エンジン回転センサの災 ①ワイヤ ・ハーネス及ひコネクタ峻触不!
転センサ回路 'ji~. I ハーネスのショート，断線を倹111し 良(バッグアップ ・エソジン判紙セソ

たとき表示 サ信号系統)
@バッグアップ ・エンジン同紙センサ

(エンジンに取り付け)
Q)ECM 
@エンジン回転センサ

43 コント υ-)レ・スリープ ・ コントn-)レ・メリープ ・ポジショソ ・ 。ワイヤ ・ハーネス及びコネクタ接触不
ポジショソ(CSP)・セソ センサの災~M.， ハーネスのショートによ 良(ガバナ信号系.-tf<:述センサ系，ス
サ1函路 るエンジン回転の上#'/-を検111したとき表 ロット Jレ・ポジション ・センサ信号・

，】4 系)
②コントローJレ・スリーブ ・ポジション

-セソサ0丘射ポンプに内政)
Q)ECM 

44 ECM内メモリ ・エラー ECM内EEPROMのJ及協・ ① ECM 
(EEPROMエラー)

54 タイミング ・ピストソ ・ポ タイミソグ ・ピストソ ・ポジショソ ・セ ①ワイヤ ・ハーネス及びコネクタ接触不
ジシaン ・センサ ソサのと'/:習を?τう際タイミソグ ・コソト 良(タイミング ・コントロール ・パル
(TPPS)学科 ロール ・パJレブ1，:]分のショート，断線を プ信号系統)

検出したとき表示 @タイミソグ ・コソトロール ・バルブ，
タイミソグ ・ピストソ ・ポジション ・
センサQ!tt射ポソプに内厳)

Q)ECM 

3) ダイアゲ・コー ドの消去

車両，エンジン停止状態で以下の操作を行う。

ALDLコネクタのぬ4とNo_6をショー卜し. A/T 車はシフト ・レパ一位置をPレンジ文はNレンジ以外の

位置にする。 M/T車はニュートラJレ以外の位置にする。以上の条件がそろったのを確認したらイグニショ

ン ・スイッチONにし， 3秒以内にプレーキ→アクセjレ〉プレーキのI1出番で踏む。

匡罰 ECM及び噴射ポンプ交換|時は必ずn己診断を消去すること。(噴射ポンプ附のタイマのバラツキの刊を

行うため，コードが記憶されていない場合でも必ず行うこと。)

q
J
 

n
4
 



5 自己診断故障コード表示時の点検・ 整備

1) コード21 スロ ッ トル ・ポジション ・センサ(TPS)回路

(1) 回路説明(図ー34)

スロットル ・ポジショソ ・センサ(TPS)は，アグセル開度を電圧信号として ECMへ送る。電圧信号はアイ

ドルH寺の0.2"'0.6Vからフル ・スロット lレ(WOT)I時の約3.6----4.6Vまで変化する。スnットル ・ポジショ

ン ・センサ信号は燃料制御など多くのECM制御山力のための最も重要な入力の一つである。

ECM 

0.5L 

0.5LIB 
スロットル・ポジション・センサ

0.5BIR 

アイドル・スイッチ
0.58 O.SGIR 

{アクセル飽んでオープン〉

図-34 スロッ トJl-・ ポジシ ョン ・センサ回路

匡E スロットlレ・ポジション ・セソサ不良の場合，倒!後はA/T，TOD(也子制御式トラソスプア)コント nー

jレ・ユニットのスロットjレ・ポジション ・センサに閲するコードも確認し，コード ・クリアを行う。

-エンジンが通常連転温度.

・イグニション“ow，ダイアグ・コードをii'jす.

・エンジンを!Ifi動し.ニュートラルの状態で5分1I1JXはチ

ェック・エンジン ・ランプが点灯するまでアイドリン

グする.
・イグニション・・ON"，エンジン停11':.

. ALDLコネクタのNo.4とNo.6鴻了・をショートし，グイ

アグ・コードをJtべる.

. fiil尚O.5l)Bのショートを調べる.

-回路O.5L/Bにショートがなければ

ECMの不良である.

'1"1路O.5B/Rと回路O.5Uruのm圧を測定する.

ECMのコネクタを外し， 11I1~~O.5L/Bの

ショート，断線を点検する.1正治であれば

ECMのコネクタかECMの不良である.

24ー

ECMのコネクタを外し.I!!l防O.5ls)シJート，

断線を点検する."'IVoO.5しが正常な沿fh
ECMコネクタかECMの不良である.
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(2) 診断補助

アクセル開度をボルト (V)で表示する。スロットルが閉じている場合の電圧は， O.l ~O. 6Vである。スロ

ットJレ・ポジション ・センサの電圧はスロットルが開くに従って，一定の割合で上がっていく。

直童日放障修理後，ダイアグ ・コードをクリアし，エンジンを始動した状態で“CHECKENGINE"ランプが点灯し

ないことを確認する。 A/T，TODコン トロール ・ユニットのスロットル ・ポジション ・センサに関する

コードもE確認し，コード ・クリアを行う。

2) コー ド24ブース 卜(MAP)・センサ回路

(1) 回路説明(図-35)

ブースト (MAP)・センサは，ブーストfEの変化に反応する。 ECMは，この情報を信号電圧として入力す

る。電圧は，アクセjレ全開状態(ターボ)JU圧)で 4~4. 5Vに変動する。

ECM 

ブースト ・センサ

33 I MAPセンサ電源出力
ーI (~5V) 

34 I MAPセンサf!寄入力

スアサンセ

、al
l
-
-
，al
a
-
-
a
J

凋
匂

図-35 MAP回路

.イグニシヨン "ON

' ALOLコネクタのNo.4 とNo.6~縦Aてチ許をシヨ-トしない。
.水t泌鼠治が.t-十1卜a分上がつている(ω8O"C程{位笠幻)ことをE硲距2認tし.20 

I!!I以上エンジンを始動させる.

・イグニション "ON"，エンジン停止。

. ALDLコネクヲのNO.4とNO.6幼チをショ ー トし.ダイ

アグ ・コードを調べる。

間路0.5B/GOr 0.5B/Y 
が.iE'lifならばMAPセン

サを交換する.

l叫mO.5L/Rが正常な

l司路0.5L斤が正常ならば， εCMコヰ IIらI!.ECMコネ クタ

クタ又はECMの不良. I I又はECMの不良。

匡罰故障修理後，ダイアグ ・コードをクリアし，エンジソを始動した状態で“CHECKENGINE"ランプが点灯し

ないことを雌認する。
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6 重点部位の点検 ・整備

1) タイミンゲ・コント ロール ・パルプ(TCV)回路の点検(図-36)

(1) 回路説明

タイミング ・コソトロール ・パルプは，インジェクション ・ポンプに内政されている。

ハーネスQ.5 R/B (電源~11J)と O. 5W/Rを通じて ECMで制御している。

タイミソグ ・コントロール ・バlレプに電流を流すことにより噴射タイミングを常にコソトローlレしている。

(2) 抵抗点検

タイミソグ ・コントロール ・パルプのコネクタ部①ー②端子問の低抗を測定する。

基準値 9'" 13Q 

ECM 
(TCVコネクタ郁〉

C-8 タイミング・コントロール・パルプ

0.5 R/8 
① 

図-36 タイミング・コン トロール ・パルプ回路の点検

2) 吸気温(MAT)センサ回路の点検(図ー37)

(1) 回路説明

~気温(MAT) セソサはサーミスタを使ってECMへ信号として電圧を送っている。

吸気温センサにより検知された温度は電圧信号に変換され，ECMに入力される。 吸気温度が低いとき，

サーミスタの抵抗は大きく ，ECMには高い屯圧信号が入力される。エア瓶度が上がるほど，サーミスタの

抵抗は小さくなり，したがってECMには低い電圧信号が入力される。

(2) 抵抗点検

吸気楓センサの端子聞の抵抗を測定する。

基準値 3.40Q(吸気温度20・C)

7. 50Q (吸気温度4'C) 

吸気温センサ

0.85GR/R 

0.5B/G 

燃糾温度センサへ

図-37 吸気温センサ回路の点検

ー 26-
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3) フューエル・力 '" 卜・パルプ(FCV)回路の点検(図ー38)

(1) 回路説明

ECMIこ屯源が供給されるとフューエル ・カット ・パルプはONになり，燃料が供給Jきれる。

(2) 抵抗点検

フューエル ・カット ・パルプ側(ポソプ組1])のコネクタのぬ !とインジェグショソ ・ポンプ ・ボデー問の抵抗

を測定する。

基準値 5 ----100 

ポンプ側コネクタ

日高司例名
| 1 I FCV 

線経

1.258 

フューヱル・カット ・パルブ

ECM 

図-38 フューヱjし・力ッ卜・パルプ回路の点検

4) 電子ガパナ回路の点検(図ー39)

(1) 回路説明

mチガパナは，インジェクション ・ポンプに内蔵され，ハーネスO.85BR/W と0.85BR/Lを)IUじてECMで

制御している。

屯下ガバナは t ill流量に比例してコントローjレ・スリーブI;rriij後に!日jかし，燃料制御を行う最もOf"(梨な機能

をもっている。

(2) 抵抗点検

電子ガパナ(ポンゾ側)のコネクタを外し，fEチガバナのコネグタ端チのぬ?とNo.ll間の抵抗を測定する。

基準値 0.5-1. 50 

ポンプ側コネクタ

電子ガパナ

信号名

GE(+) 

GE(ー}

7トぷ笠盟主主

I 0JI5 BRIL 川ーニ=ニニミニ

図-39 電子ガパナ回路の点検

- 2i 
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5) タイミンゲ・ピストン・ポジション ・センサ(TPPS)回路の点検(図-40)

(1) 回路説明

タイミソグ ・ピストソ ・ポジション ・センサはインジェクション・ポソプに取り付けられ，噴射タイミング

を変えるタイミソグ ・ピストンの位置をECMにフィードパックする。

ハーネス0.5GR/LはECMから送り出される信号をタイミング ・ピストン ・ポジション ・センサに伝え，

ハーネスO.5GRはタイミング ・ピストソの位世に相当する信号をECMにフィードパックする。

タイミソグ ・ピストン ・ポジション ・センサは噴射タイミング(位置)を知るための重要なセンサである。

(2) 抵抗点検

タイミング ・ピストソ ・ポジション ・センサ(ポンプ側)のコネクタを外し，センサ側のコネクタ端子問の抵

抗を測定する。

基準値 1-3端子間 78-82Q 

2-3端子閑 78-82Q 

タイミング・ ピストン・
ポジション ・センサ

ポンプ側コネクタ

型ョ

0.5αミ/L
Tpps(+} 

0.5GR 
TPPS(SIGl 

0.5G/B 
TPPS(ー}

図-40 タイミング ・ピスト ン・ポジショ ン・センサ回路の点検

- 28 -
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6) コントロール・スリープ・ポジション(CSp)・センサ回路の点検(図-41)

(1) 回路説明

コソトローjレ・スリープ ・ポヲショソ ・センサはインジェクショソ ・ポンプに取り付けられ，コン トロール

・スリーブの位置をECMにフィー !とパックする。

ハーネスQ.5 L!PとQ.5LはECMから送り 出される信号をCSPセソサに伝え，ハーネスQ.5 L/Oはコソ ト

ロール ・スリープ位置に相当Iうする信号をECMtこ送り返している。

ECMはこの信号をもとに，燃料の噴射量をコント ロールしている。

コントロール ・スリープ ・ポジション ・セソサはコント ローJレ・スリープの位置を知るための重要なセソサ

である。

(2) 抵抗点検

コントローlレ・スリーブ ・ポジショソ ・センサ(ポソプ側)のコネクタを外し，セソサ側のコネクタ端子聞の

抵抗を測定する。

基準値 1 ++ 5 5. 0~9 . 09 

5 ++ 9 5. 0~9. 09 

1日 9 10.0~ 18.09 

コントロール・スリープ・
ポジション・センサ

ポンプ側コネクタ

信号名

C伊(+)

CSP{SIG) 

CSP(ー)

。.5L/P
1 トーー一ーー CSP(+) 

CSP(+) 

CSP(SIG) 

CSP(SIG) 

CSP(ー)

CSP(ー)

図-41 コントロール・スリ ープ・ポジション・センサ回路の点検
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7) エンジン回転センサ回路の点検(図-42)

(1) 回路説明

-E・.:.ョ・・

エンジソがグランキング状態のときから運転'1'，常にピックアップ ・コイ jレに発生した院号をハーネス0.5

Rと0.5Wを通じてECMへ供給する。

エンジン向転センサ信号は， 燃料制御など多くのECM制御出hのための放もi.ü:~要な入力の一つである。

(2) 抵抗点検

エンジンlロ|転センサ ìì/~体の抵抗を測定する。

基準値 1. 4.....， 1. 8 kQ 

エンジン図伝センサ

図-42 エンジン回転センサ回路の点検

8) パックアップ・エンジン回転センサ回路の点検(図-43)

(1) 回路説明

ECM 

エンジンがグランキソグ状態のときから運転巾，常にピックアップ ・コイ jレに発生した信号をハーネス0.5

GとO.5Lを通じてECMへ供給する。

(2) 抵抗点検

バックアップ ・エンジン回転センサ単体の低抗を訓IJ定する。

基準備 1 kQ.....， 1. 5 kQ 

パックア.:/プ・エンジン図伝センサ

ECM 

パックアップ・エンジン回転

センサ(+)

パックアップ ・エンジン回伝

センサ{ー}

図-43 パックアップ・エンジン回転センサ回路の点検

- 30ー



9) 水温センサの点検

(1) 抵抗点検(図-44)

水温センサの低抗値を測定する。

基準値 2.0-3.0 kQ(水温20土 1.C) 

0.1-0.5kQ(水温80土O.l.C)

10) ゲ口一・プラグの点検

(1) 抵抗点検(図-45)

グロー ・プラグの抵抗を測定する。

基準値 0.8-1. OQ(常温)

11) ドロッピンゲ ・レジスタの点検

(1) 抵抗点検(図-46)

ドロッピソグ ・レジスタの抵抗値を測定する。

基準値 225-255mQ(常温)

度E アフタ ・グロ一作動時，グロー ・プラグに供給される

m圧が，'，'ij~、ままの場合はドロッピング ・ レジスタを交

換する。

12) ゲロー・リレー 1及びゲロー・リレー 2の点検

(1) 導通点検(図-47)

(00)<⑪端子聞の導通の有無を確認する。

基準導通なし

(00)‘③端子問にバッテリ電圧を加えたとさ，②‘.@封jj子

聞の導辿の有無を確認する。

基準導通あり

霊童日点検結果iこ異常がある場合は正常吊1と交換すること。

31ー

\日~
図-44 水温センサの点検

図-45 ゲロー・プラグの点検

回
凶

図-46 ドロ ヴピンゲ・レジスタの点検

←仁;ユ:+-@

ZEj 
図-47 ゲロー・リレー端子
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13) チャージ・リレーの点検

(1) 導通点検(図-48)

CDCD-②及び①付③端子間の導通の有無を確認する。

基準 ①H ②端子間導通あり

①H ③端子間導通なし

@@-⑤端子聞にバッテリ電圧を加えたとき，①付②及び

①H ③端子間の導通の有無を確認する。

基準 ①H ②端子間導通なし

①H ③端子問導通あり

霊童日点検結果に異常がある場合は，正常品と変換すること。

参考

1) ECMコネクタ・ピン配置図

全-P3二3
;→己」

図-48 チャージ ・リレー端子

26Pコネクタ 16Pコネクタ 12Pコネクタ 22Pコネクタ

(ECM側コネクタ・ピン配置〉

1 IG.E.(+) 15 G.E.(ー) 29 バックアップ ・エンジン回 43 CSP(+) 
転センサ信号入力

2 G.E.(ー) 16 バッテリ電源 30 エンジン回転センサ信号入カ 44 CSP(SIG) 

3 バッテリm跡、 17 IK温入力 31 VSS信号入力 45 CSPアース

4 スタータ ・スイッチ入力 18 燃温入力 32 TPS11!預m:カ(+5V) 46 TPPS(+ ) 

5 エアコソ信号・入)J 19 政気温入力 33 MAP電源出力(+5V) 47 AT/MT判定入力

6 ニュートラル ・スイッチ 20 有fi正抵抗入力 34 MAP伯号入フj 48 

7 QSW入力 21 一 35 サーモ ・リレー 49 CSp(ト)

8 アクセル ・スイッチ 22 36 タコメータ山力 50 CSP(SIG) 

9 向己診断 23 ストップ・ラソプ・スイヴチ人力 37 バッタアップ ・エンジン回 51 CSPアース
転センサ ・アース

10 ニュー卜ラル ・スイッチ 24 38 エンジソ回転セソサ ・アース 52 TPPS(SIG) 

II セラミック ・ヒータ信号人力 25 ECMアース 39 TPSアース 53 TPPSアース

12 ECMアース 26 フューエjレ・カット ・バルブ 40 TPS信号入力 54 

13 TCV 27 TPS出力 41 センサ ・アース 55 グロー ・リレー:ぬ l

14 G.E.(+) 28 TPS出力 42 センサ ・アース 56 EVRV(EGR) 

の
4

内

J



57 VSV(EGR) 62 チェ yク・エンジン ・ラソゾ 67 リパース ・スイッチ入力 72 一

58 63 グロー ・ランプ 68 73 

59 QWSリレー(象地仕様) 64 バッテリ'ii1i版 69 水t.il.1iiカ 74 一

60 65 ECMアース 70 EVRV (EGR) F /B 75 バッテリ電源

61 TECHl 66 グnー ・リレー:No.2 トラソスミヅション ・スイッチ 76 ECMアース
、-開園園E

G.E. ガパナ ・ 工レグトロニッグ(~U:子プfパナ)

Q可iVS:タイツグ ・ウォーミングアップ ・システム

ECM:エソジソ ・コントロール ・モジュール

VSV バキューム ・スイッチソグ ・パルプ

TCV:タイミング ・コント IJール ・バルブ

TPS :スロットル ・ポジショソ ・セソサ

VSS : *Jffi'ヒソサ

MAP ブースト ・センサ

CSP コントロール ・スリープ ・ポジション

TPPS タイミング ・ピストン ・ポジション ・センサ

EVRV:エレグ トロニッグ ・バキューム ・

レギュレーティソグ ・バlレプ

EGR エキゾース ト・カス・リサキュレーション

2) 構成部品の配置

グロー・インジケータ・ランプ(メータ}

スタータ・スイッチ

カー・スピード・センサ{メータ}

ヒューズ・ボックス
(C-1， C-3， C-4， C-S， C-g， C・10，

C-14， C-20， B-36 ， B-44， 6-47) 
インジェクシヨン・ポンプ・
コントロールユニγト

リレー;グロー1

リレー&ヒューズ・ボックス
(FL-1， FL-2， FL-S) 

ドロッピング・レジスタ

内

J
内
4
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3) 配線図
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